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1.0本 論 文 の 目的

D.H.ロ ー レソスの 『死んだ男』(丁 加1瞼 ηW加D∫6の を題材 に取 り、作者 のテー

マである反文 明思想、反 キ リス ト教思想 について、語学的 な面 からアプローチ してゆ く。

特 に、譲歩的表現が果たす役割 を中心に置 き、 この作 品を理解す るために、その他 の重要

な文体的特徴 と作者 のテーマとの関連性を見い出そ うとす るものであ る。

2.0作 品 に つ い て

題 材 に選 んだ作 品 で あ る 『死 んだ男 』 は、 ロー レソスの小 説 の 中で も中編小 説 に位 置 す

る もので あ る1>。 テ キ ス トはRandomHouseのvintage版 を用 い た。

この小 説 は、 ロー レソスの作家 活動 の 末期 の頃 の作 品で 、 この頃 に書 かれ た もの と して 、

『チ ャ タ レイ夫 人 の恋 人』(Lα め7C加 惚716ヅ ∫Loび67)や 『黙示 録 』(、4ρ06α 砂s6)な ど

が あ り、共 に作 者 ロー レン スの思想 を集 大成 した もの と して 、特 に大切 で あ る と思 われ る。

と ころで 、 この小 説 の題 で あ る7'加1吻 ηW〃oD∫64と い うの は 、本 来 作 者 ロー レソ

ス に よって 決 め られ た もの で はな い。 よ くあ る ことで あ るが、 ロー レソスの死 後 、 出版者

に よ って 付 け られ た 題 なの で あ る。 最初 は作 者 の付 けた7'加Esoα ρ認Co罐 とい う題 で

出版 され た もので あ った2)。

内容 的 には 、第1部 と第2部 とに分 かれ て お り、第1部 は一度 死 んだ主 人公 が再 び生 き

返 り、 この世 を一 人 で歩 いて行 くこ とに な る。 だ が 、生 き返 って は い る もの の 、そ の認識

が あ ま りに も希薄 な ま まで あ り、 何 か読 者 に とって は完結 した感 じが得 られ ない。 そ うは

言 っ て も 、 そ れ が 作 者 の 狙 い で あ っ た の か も知 れ な い 。 実 は 、 本 来 の 題 で あ る 丁加

Esc砂6Co6々 は この第1部 で終 わ って い たの で あ る。 そ して、 第2部 の部 分 は、後 にな っ

て加 筆 され たの で あ った。

第2部 で は、 主人 公 が 肉体 的 に も精 神 的 に も生 き返 った こ とを実感 し、本 当の 意味 で の
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resurrectionを 得 た こ とを描 き、 これ に よ って 人 間 の あ るべ き姿 を描 こ うと した の で あ

る。

3.0『 死 ん だ 男 』 に お け る ロー レ ソ スの 思 想

一 度死 ん だ男 が墓 か ら生 き返 る とい う
、 この物 語 の設 定 の仕 方 は 、死後3日 して 蘇 った

キ リス トを暗示 す る もので あ る。 しか しな が ら、 この小 説 の主 人公 と しての 「死 ん だ男 」

は、 生 き返 った と き、 これ まで行 って きた 自 らの説教 の空 しさ以外 何 も感 じられ ない ので

あ る。 これ は蘇 った とい うよ りも、む しろ未 だ死 が続 いて い るの に等 しい と言 って も、過

言 で は ない で あ ろ う。

と ころが、 この 「死 ん だ男」 が女神 イ シ スに仕 え る女性 と運 命 的 に出会 うこと とな り、

そ の女 性 と結 ば れ るこ とに よ って、初 めて 肉体 的 に も精 神 的 に も、蘇 る ことがで きたの で

あ る。 いわば 、霊 肉一体3)と して の新 生 が実 現 した ことに な る。 この新 生 を描 くに 当た っ

て、 女神 イ シスに まつ わ るエ ジプ トの神話 が挿 入 され て い るが、 ロー レソスは他 の作 品 に

お いて も、重 要 な部分 を描 く場 合 に しば しば神話 を用 いて い る4)。 この神 話 の挿 入 は 、単

な る退 屈 しの ぎの逸 話 な どで は な く、 キ リス ト教 と彼 の精神 を対比 させ るため に必要 なの

で あ る。 イ シス とい う女神 は、 ば らば らに され て ナイ ル川 に捨 て られ た夫 オ シ リスの亡骸

を探 し求 め る女 神 な ので あ る。 この身体 を探 し求 め ると い うイ メー ジが 、 ロー レソ スには

この作 品 を描 く うえで 、一 番 ぴ った りと当て は ま るモ チー フで あ ると考 えて い たの で あ ろ

う。身 体 無 くして は、精 神 の 合一 もあ り得 な い とい うこ とで あ る。

と ころで 、 ロー レソ スは近代 文 明、合 理主 義 、 それ に則 った キ リス ト教 を批判 して は い

るが、 キ リス トそ の もの を否定 して い るわ けで は な い5)。 そ うでは な くて 、現 代 の キ リス

ト教 で は人 が救 われ ない ことを嘆 い て い るので あ る。 この ことは、彼 の死生 観 に よ く反 映

されて い る。 人間 は死 を迎 え るに際 して 、何 の恐 怖 も抱 かず に い られ る とい う気 持 ちを持

たせ るた め に、果 して、 キ リス ト教 がそ の助 け とな るで あ ろ うか。 おそ ら く無 力 とな るで

あ ろ う。 「これ を克 服 す るに は、個 人 の生 死 を超 えた不 可知 の無 限 を信 じなけ れば な らな

い」 の で あ る6)。

だ が、 この信 条 を理 解 す るに も、今 の イ ギ リスの 人 々や社 会 は合 理主 義 一辺 倒 で あ りす

ぎて 、何 よ りも観念 論 的 で あ りす ぎる。 この如 何 と も しが た い状 況 を離 脱 し、 いわ ば あ る

種 の 宇宙 的 エ ネル ギ ー との合 一 を計 る こと に よ り、 デ ィオ ニ ソス的秘 儀7)に 迄 到達 す る こ

と こそ肝 要 な ので あ る。

ロー レ ソスは 肉体 の合 一 に よ って、 肉体 の 蘇 りを計 り、精 神 の復 活 を 描 こ うと した。

『チ ャタ レイ夫 人 の恋 人』 を ど う して も描 か なけ れ ばな らなか った の もこの ため で あ る。

そ れ ゆ え、 『死 ん だ男』 と 『チ ャタ レイ夫人 の恋人 』 とは、共 に ロー レソス に とって は一
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体 とな った小説 と言 ってもよいであろ う。

この ような意味 からも、 『死 んだ男』における作者 ロー レソスの思想 は、彼の生涯 を通

じて、 この末期 の時期 に終結 した形 となって現れたのだ と理解で きるのである。

4.0言 語事 実 に よ る検証

これ まで述べて きた事柄 を、作品の中 に見 られ る単語や表現を具体的に示す ことによっ

て、例証 して行 くことにす る。

4.1コ ソ ピ ュ ー タ の 使 用

語句の使用法などの検索 を効率 よ く行 うために、 この作品 の本文 を予め コソピュー タに

入力 しておいた。検索並 びに出力方法に関 しては、筆者が以前作成 したプ ログラムを用 い

てい る8)○

4.2キ ー ワ ー ドの 設 定

キ ー ワー ドを探 す 場 合、 頻度 数 が大 きい もの は特 に 目立 つ が、 た だ出現 回数 が多 い とい

うだ げで はキ ー ワー ドと して価値 が あ るとは言 えな い。 内容 といか に深 く関 わ り合い を もっ

て い るか 、 とい うrelevantな 要素 と して の意 味 が あ るか ど うか を よ く確 か め る ことが必

要 で あ る。 とは い え、 多 く出現 す る ものは 一応 マー ク して お く。

これ とは逆 に、極 めて小 さい頻 度 数 の語 句 で あ って も、往 々 に して 重 要で あ る ことが あ

る。 テキ ス トを読 んでい て、何 か心 に 「カ チ ッと くるもの」(innerclick)9)が あ れば 、

そ れ に注 意 を注 ぎ、 そ の語 句 や表 現 がrelevantな 要 素 と して働 いて い るこ とを常 に確 か

め な が ら読 み進 ん で行 くとい う、 いわ ゆ るphilologicalcircle'°)を 形 成 して い る こ とが

重要 な条件 とな るので あ る。

4.3譲 歩表 現 に着 目 yet(78回)

テ キ ス トを読 ん でみ る と、 譲歩 を表 すyetの 出現 率 が非常 に高 い とい うこ とに気 付 く。

テ キ ス ト全体 の語 数 か ら考 え る と、 この語 の使 用 は極 めて 多 い とい え る。 本来yetを 譲

歩 と して用 い る場 合、 よ くthough～yetの 形 で使 用 され て いた もの で あ るが、 ロー レ

ソ スは そ うい った使 い 方 は せ ず 、専 らyetだ け で この役 割 を果 たす よ うに して い る。

though～yetの 形式 を使 用 す ると、 後 の こ とを述 べ る前 か ら も うす で に それ を読 者 に
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連想 させて しま う。読者は作者 の言お うとす ることに新鮮 な感 じを持たず、何の衝撃 も受

けない ことになるであろ う。 ロー レソスは このthoughを 使用せず、あ るいは極端 な場

合、文 をYetで 書 き出 した りして、読者 の既成概念 を根底 か ら覆そ うとす るのであ る。

このyetと い う語 を、 ロー レソスは この作品中に78回 も使用 し(thoughは15回)、

2律 背反、2者 対立、精神の葛藤、現 キ リス ト教 に対す るロー レソス自身の信念 などを表

そ うとす る気持 ちが反映 されているようである。

この作品中最 も重要なキー ワー ドが このyetで あると考 えられ、 ロー レソスの反文明、

反 キ リス ト教思想 がここによ く反映 されてお り、 ロー レンスのその ような内的衝動 によっ

て、 この語の出現率が高 くな ったと考 えられるのである。

この語を中心 として、その回 りには様々な語句が張 り巡 らされ、全体 と して統一の取れ

た語句の使用法 が見 られ る。(sample1)

4.4関 連重 要語句

前 述 のyetと 同様 に 、 ロー レソス の思想 と この作 品 を理 解 す る上 で、 い くつ か重 要 な

語 句 が 出現 して い る。

1)cock(50回)、rooster(5回)

雄 鳥(シ ャモ)と い う語 を多 く出現 させ る ことで 、元 気 で活 気 に濫 れ た 自由で 無邪 気 な

人 間 を象 徴 させ よ うと して い る。cockに 比 べ 、roosterは 回 数 が 少 な い 。roosterは

cockが 立 派 に成 長 した場 合 だ とか、cockよ りも何 か優 れ た所 を表 す場 合 な ど に使 用 さ

れ て い る。roosterは 「自惚 れ が強 い人 」 とか 「生意 気 な人 」 とい った 意味 で一 般 に使 用

され て い る。 そ して、cockと い う語 は、男 性 のペ ニ ス を連想 させ るので 、 一般 の言語 使

用 に当 た って は 、roosterを 代 用 す る こ と も少 な くな い。 と こ ろが 、 ロー レソ スは この

cockと い う語 を多 く使 用 し、 彼 の 「男 根 意識 」(phallicconsciousness)ll)と い う考 え

方 を打 ち出す た め に も、cockは 最適 な語 で あ る と言 え る。(sample2)

2)tie(18回)

この語 は何 か好 ま し くな い もの に縛 られ て い る こ とを表 して い る。 即 ち、現 代 の キ リス

ト教 に束縛 され て い る、 あの哀 れ な人 間達 を連 想 させ る。 ロー レソスの反 文 明、反 キ リス

ト教 思 想 が現 れ て い るの で あ る。(sample3)

3)bands(2回)、bandages(3回)、bandage(v.)(1回)

これ らの語 は前述 のtieと 同様 、人 間 に対 す る束 縛 を象 徴 す る もので あ る。 この束 縛
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か らす っか り自 由の身 に な って こそ 、初 めて本 当の 人間 ら しさが生 まれ て くるの で あ る。

(sample4)

4)touch(42回)、touch(v.)(21回)

この語 に よ って 、人 間 は優 しさを感 じ取 る こ とがで きるの で あ る。 優 しさはふ れ合 いか

ら始 ま り、 霊 肉一体 へ と導 かれ て行 くこ とに な る。(sample5)

5)tender(11回)、tenderness(4回)

前 述 のtouchと 並 ん で 、 この作 品 の中核 とな る語 の1つ で あ る。 ロー レ ソスは この作

品 に愛 の 力 の本源 と して の意味 を付与 しよ うと した ので あ る12)。(sample6)

6)soft(15回)、gentle(3回)

上記 のtender,tendernessと 同様 に、 ロー レソス の愛 の優 しさの表現 方 法 と して大 き

な意味 合 い が あ る。(sample7)

7)alone(55回)、aloneness(11回)

ど う して も救 わ れ な い孤 独 感 、空 しさを象 徴 す るか の よ うに、 これ らの語 の出現 率 が 高

くな って い る。 これ に よ り、人 間 は現 在 の ま まで は救 わ れ ない ことを示 して い る よ うで あ

るQ(sample8)

4.5関 連 重要表現

作 者 が、主 人公 に疑 問 を代弁 させ る ことに よって 、 キ リス ト教 に対 して独 自の見解 を 明

らか に させ て い る。 そ の場 合 に、 伝達 動 詞+tohimselfと い う形 が非 常 に多 く現 れ る。

主 人公 が、 む しろ ロー レソ スが常 に 自分 自身 に訴 え かけ て い るの で る。himselfは 合計 で

53回 も出現 して い る(sample9)。

これ と並 ん で この作 品 に は、 ロー レソス の筆 ぐせ で もあ り、多 くの批評 家 か ら も指摘 さ

れ て い る こ とで あ るが 、 同 じ語 句 の繰 り返 しが多 い 。 この作 品 の場 合 だ と、theman

whohaddiedと い う形 で主 人公 を表 し、む しろ固 有名 詞 と して使 用 され て い る と言 っ

て も過 言 で は な い。 一 見 す ると、 この形 は非 常 に長 く又冗 長 で あ るた め、初 めて 目にす る

読 者 は異様 な感 じを持 つ か も知 れ な い。 他 の作 品13)に お いて も、 この手 法 が よ くみ られ る。

しか しなが ら この作 品 に関 して は 、作者 ロー レソス もそ の点 を十 分承 知 した上 で 、末 期

の作 品 で あ って もなお この表 現 を使 用 した の は、 それ だ け作 品 へ の思 い入 れ が深 く、 ど う

して もそ うな ら ざる を得 なか った とい うこ とで あろ う。
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ち な み に、 表題 とな って い る 丁勿1吻 η 陥01万 θ4と い う関係 節 が過 去 形 とな った形

は本 文 には見 られ ない。 そ れ は 前 に触 れ た よ うに(→2.0)、 ロー レソス 自身 の表 現 で は

な いか らで あ る。

いず れ に して も、 ロー レ ソスはthemanwhohaddiedと い うよ うに、 関 係節 に過

去 完 了形 を使 用 した形 を頻 出 させ る こ とで 、読 者 に主 人 公 が生 まれ 変 わ った とい うことを

強 く心 に印象 付 け よ うと したの だ と思 え る。 合 計 この表現 は61回 出現 して い る。

(sample10)

5.0聖 書 と の関 係

ロー レンスの思 想 に関 して は、 それ を述 べ よ うとす ると当然 の こ となが ら、聖 書 との関

係 を考慮 しな くて は な らない。 この ことは、何 もこの作 品 に限 った ことで はな く、彼 の全

作 品 を 通 じて 重 要 な テ ー マ な の で あ る。 早 くは 、1913年 出版 の 『息 子 と恋 人 』

(SOηSα η4」乙0"67S)に お いて も、 随 所 に聖 書 へ の言 及 が 見 られ る。 そ して 、聖 書 の逸 話

や聖 書 に あ る表 現 を も しば しば引 用 した り して い るが、他 の作 品 にあ って は、 そ うい った

もの が かな り皮 肉的 な要素 を帯 びて い た りす るが、本 作 品 中で はそ うでは な く真正 面 か ら

描 かれ て い る。

と ころで、 ロー レソ スは聖書 とい え ば専 ら旧約聖 書 の ことで あ る。 おそ ら くロー レソス

に とって は、 旧約 聖 書 の方 が新 訳聖 書 よ りも人 間 が神 を よ り身近 に感 じて いた と思 って い

た か らで あ ろ う。 この非 常 に 自然 な形 で の神 と人 間 との関係 こそ が、 ロー レソス に と って

は、 真 に あ るべ き姿 で あ る と考 え られ た ので あろ う。 ロー レソス 自身 は キ リス トそ の もの

を否定 した ので はな く、む しろ真 の キ リス ト教徒 にな りたか ったので あ る。 ロー レソスは、

「400年 代 に生 きて い た と した ら、 私 は真 の情 熱 的 なキ リス ト教 徒 とな って い た は ず

だ」14)と 述 べ て い る ことか らも、 その こ とが推 測 され る。

さて現 代 は とい うと、人 間 は神 か らどん どん と離 れ て行 って、神 の 力を感 じることな く、

合理 主 義 を至 上 の もの と信 じて行 動 す るよ うに な った。 そ の結果 、 次第 に神 と人間 との間

の距 離 が開 いて行 き、 この人 間 は利 己的 で私 利 私欲 に走 る生 き物 とな って しま った'5)。 こ

の状 況 を ロー レソスは何 と して も本来 の姿 に戻 した か った ので あ る。 彼 が作 品 中 で使用 し

て い るNolimetangere「 私 に触 れ るな」 とい う言 葉で、 主人 公 に一 般 の民 衆 と生 き返 っ

た 自 らとを分 離 させ て い るの で あ る16)。

Andhewasaloneandapartfromthelittleday,andoutofcontact

withthedailypeople.Notyethadheacceptedtheirrevocablenolime

tangerewhichseparatesthere-bornfromthevulgar.Theseparation
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wasabsolute,asyethereatthetemplehefeltpeace,thehard,bright

paganpeacewithhostilityofslavesbeneath.(p.194)

6.0結 語

ロー レソスは デモ ク ラシー に対 して 反論 す る見 解 を 多 く出 して い るが、 その基 盤 は 『恋

す る女 た ち』(π0耀 π 勿LoOθ)以 後 の作 品 にお いて形 成 された ので あ った17)。 そ して、

彼 は徹 底 的 に 「個 人」 で あ る こと、 つ ま り機 械文 明に 毒 され た大衆 の一 人 に な らず、 本来

の人 間 と して あ るべ き姿 に戻 るこ とを求 めて い た。 本来 の人 間 の姿 とは、神 の力 を感 じ宇

宙 の神 秘 に迄 た ど り着 くこ となの で あ る。 この デ ィオ ニ ソス的 秘儀 を追 求 して行 くため に

は、 現 代 の 人 間 が 求 め て い る よ うな権 力 に よ る もので は な く、 慈愛 の精 神 、他 愛 の精 神

(altruism)18)が 根 源 で あ るはず で あ る。

しか しなが ら、 現代 の人間 達 は この精神 に欠 け てい る。 そ れ は と りもな お さず 、 キ リス

ト教 の教 理 が 間違 って い るか らに他 な らな い、 と ロー レソスは考 えた。 キ リス ト教 には こ

の慈愛 の精神 の根 源 が説 か れて い な い。本 来 イ エ ス ・キ リス トの教 えは 現代 の よ うな もの

では な いは ず だ。後 の人 間達 が この よ うな キ リス ト教 に して しま った ので あ る。 逆 に言

うと、 この精 神 の根 源 が説 かれ て い ない こと に よって 、 ウィ リア ム ・ブ レイ クや ドス トエ

フスキ ー と同様 に、 ロー レソス に も又 独特 の解 釈 を与 え る こ ととな ったわ けで あ る'9)。

現代 の キ リス ト教 は、 法 に よ って人 間 を縛 りす ぎて い る。先 ず 第一 に、人 間 を縛 り過 ぎ

な い こと だ。 とい うの も、 キ リス ト自身 が法 に よって行 動 した ので は な く、心 の 中 の衝 動

に よ って行 動 した か らで あ る2°)。

そ れ ゆ えに 、人 間 も法 に よって では な く、心 の 中か ら湧 き出 る優 しさに よって行 動 す べ

きな ので あ る。 もと もとキ リス ト教 は 愛 の精神 か ら始 ま った はず で あ るか ら、 この姿 に戻

す こ とを考 えね ば な らない。 現代 の キ リス ト教 は、 この よ うな気持 ち を抱 かせ るに は余 り

に も観 念論 的 に走 りす ぎて い る。agapeと い う概 念 に縛 られ 、 肉体 が ない が しろに され

て い る。 ロー レソス は この 肉体 の解 放 こそ が最 も重 要 で あ る と考 えた。 そ して 、 それ は彼

のphallus賛 美 へ と移 って行 く。 ロー レソスは 「へ び」 の イ メー ジを扱 うこ とが 多 い の

で あ るが21>、 へび は この象 徴 と も言 え るの で あ る。

何 よ りも先 ず 、 これ まで閉 ざ され て い た肉体 を解放 し、 肉体 の交 わ りに よ って愛 の 力 の

本源 を受 げ入 れ 、霊 肉一体 とな って デ ィオ ニ ソス的秘 儀 に まで到達 す るこ となの だ。 この

ロー レ ソスの 図式 は 、彼 の全作 品 の中 で も、7¶加1瞼 η 陥oD∫64に お いて こそ 、 「死 」

と 「蘇 生」 に よって 、 キ リス ト教 的愛 が ロー レソスの愛 へ と移行 してゆ くとい う点 で 、 ロー

レソス 自身 が、 自 らの思 想 とキ リス ト教 との調 和 を保 つ こ とを 目指 した作 品で あ ると言 え

るで あ ろ う。
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